
成長のエンジンとなる国際競争力・経済活力のある都市の形成（註1）
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多様性を許容できる
社会システムの構築

多様性を許容できる
都市に人財が育成・集積

コミュニケーション
機会の拡大・
知的刺激誘発

・日本経済の成長のエンジン役
・地方ブロックの成長の拠点

・3大都市圏・地方中枢都市との
との連携を意識した都市戦略

・地域の知の拠点を活かした
地域創造（大学・公設試など）

・地域資源（食・伝統地域資源
（食・自 然・歴史・伝統・祭り）を
活かした集客（体験型観光）の
推進⇒リピーターの確保

（註1）競争力・経済活力のある都市とは、
新たな価値を創造し続ける環境を提供し、
人財を惹きつける魅力のある都市のこと。
ただし、企業競争のように都市と都市が競
争するわけではない。
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文化・芸術など
による外部効果
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